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文
節
ど
う
し
の
関
係 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
① 

学
ぶ 

こ
こ
で
は
、
文
節
ど
う
し
の
関

係
に
は
六
つ
の
種
類
が
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

文
節
の
関
係
の
基
本
は
、
主
語
・
述
語

の
関
係
で
す
。
ま
た
、
被
修
飾
語
は
、
修

飾
語
の
下
に
あ
り
ま
す
が
、
遠
く
離
れ
て

い
る
も
の
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

☆ 

六
つ
の
文
節
ど
う
し
の
関
係
を
、
例
文
を
使
っ
て
確
実
に
理
解
す
る
。 

 

①
主
語
・
述
語
の
関
係 

 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
風
が 

吹
く
。 

 

 

②
修
飾
・
被
修
飾
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
風
が 

強
く 

吹
く
。 

 

③
接
続
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
風
が 

強
く 

吹
い
た
。
だ
か
ら
、
帽
子
が 

飛
ば
さ
れ
た
。（
理
由
） 

 

④
独
立
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
お
や
、
風
が 

強
く 

吹
い
て 

い
る
。（
感
動
） 

 

⑤
並
立
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
風
や 

雨
が 

強
い
。 

 

⑥
補
助
の
関
係 

 
 
 
 
 
 
 

（
例
）
風
が 

吹
い
て 

い
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

見
分
け
方
の
ポ
イ
ン
ト 

☆ 

「
主
語
・
述
語
の
関
係
」
の
問
題
は
、
ま
ず
文
末
の
述
語
を
見
つ
け
る
。
そ
し
て
、
そ
の
述
語
に
対
し
て
、

「
何
（
だ
れ
）
が
」
な
の
か
を
考
え
る
と
よ
い
。 

☆ 

「
被
修
飾
語
」
の
「
被
」
は
、「
被
害
者
」「
被
告
人
」
な
ど
の
よ
う
に
、「
こ
う
む
る
（
～
さ
れ
る
）」
と
い

う
意
味
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
わ
か
り
や
す
い
。
つ
ま
り
、
「
被
修
飾
語
」
と
は
、
修
飾
さ
れ
て
い
る
語

の
こ
と
。 

☆ 

「
接
続
の
関
係
」
の
接
続
語
、「
独
立
の
関
係
」
の
独
立
語
の
後
に
は
読
点
（
、）
が
つ
く
こ
と
が
多
い
の
で
、

見
分
け
や
す
い
。 

☆ 

「
並
立
の
関
係
」
は
、
例
文
を
使
っ
て
、
文
節
ど
う
し
が
対
等
に
並
ん
で
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
と
よ
い
。 

☆ 

「
補
助
の
関
係
」
は
、「
～
て
い
る
（
み
る
・
お
く
・
も
ら
う
・
な
い
・
く
だ
さ
い
）」「
～
で
あ
る
」
な
ど
の

パ
タ
ー
ン
を
覚
え
る
と
よ
い
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
② 

き
ほ
ん 

 

 


